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は、紀要編集委員会にて調整を行うことが

ある）

（4）　�紀要編集委員会が特に必要と認めた者（た

だし、投稿者の申請による場合は、紀要編

集委員会が別に定める書式の提出を必要

とする）

ｂ．（休学者等の投稿について）

　休学者、退学者（単位取得者は除く）は原則

として本誌に単独で投稿することはできない。

　本誌への投稿後、学期内に休学した者はその

学期発行の号への掲載はできない。復学時に改

めて投稿するものとする。

ｃ．（複数人による投稿について）

　複数人によるひとつの投稿は、論文、研究ノー

トおよび論文に準ずる字数で書かれる翻訳、史

資料紹介のみとし、最低 1名の本研究科教員を

含まなければならない。
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　執筆については、編集委員会により別途作成

されるスタイルガイド（紀要執筆要項）に従う

ものとする。

第 5 条（未発表・完全原稿）

　投稿原稿は全て未発表のものとし、完全原稿
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第 6 条（修正）

　投稿された原稿について、編集委員会が書き

直しを求める場合がある。
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　本研究科紀要に掲載された記事・論文などの

著作権はそれぞれの著作者に属するが、各著作
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